
こども家庭行政推進調査事業費補助金 （成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業） 

分担研究報告書 

- 43 - 

 

子どもの歯科疾患の予防に関する WHO 必須医薬品モデルリストと 

日本の状況 

 

研究分担者 相田 潤  (東京科学大学 歯科公衆衛生学分野) 

         研究協力者 島田 怜実（東京科学大学 歯科公衆衛生学分野） 

 

 

 

Ａ．研究目的 

 歯科疾患は極めて有病率の高い疾患であり、

子どものう蝕が減ったといわれる日本におい

ても他の疾患に比べると有病率は高く、疾病負

担は大きいことが知られている[1, 2]。そのよ

うな背景から、2023 年の WHO 必須医薬品モデ

ルリストには、小児の歯科疾患の予防のために

それまで記載されていたフッ化物配合歯磨剤

に加えて、フッ化物歯面塗布、フッ化物洗口、

フッ化物バーニッシュが新たに追加された[3, 

4]。しかしながら、多様な国々が存在する中で

の標準的な WHO の必須医薬品モデルリストの

記述と、各国のフッ化物応用の実態は必ずしも

一致するものではない。そこで本研究では、WHO

必須医薬品モデルリストの記載と日本のフッ

化物応用状況についてレビューし整理を行っ

た。 

 

研究要旨 

2023 年の WHO 必須医薬品モデルリストには、小児の歯科疾患の予防のためにそれまで記載

されていたフッ化物配合歯磨剤に加えて、フッ化物歯面塗布、フッ化物洗口、フッ化物バーニッ

シュが新たに追加された。これらの記載と日本の状況についてレビューし整理を行った。フッ化

物配合歯磨剤に関しては、2023 年に出された「4 学会合同のフッ化物配合歯磨剤の推奨される

利用方法」が WHO 必須医薬品モデルリストと整合性のある内容であった。フッ化物歯面塗布

に関しては、WHO は家庭でのセルフケアでの利用を考慮して 6 歳未満への利用を推奨しておら

ず、その代わりに専門家によるプロフェッショナルケアで使われる、塗布よりも高いフッ化物濃

度であるフッ化物バーニッシュを 6 歳未満に推奨をしていた。日本ではフッ化物バーニッシュ

はう蝕予防の適用がない一方、フッ化物歯面塗布を専門家によるプロフェッショナルケアのみ

で実施している。そのため日本ではこれまで通り 6 歳未満にもフッ化物歯面塗布を利用するべ

きであり、WHO のリストをそのまま適用することは不適切だと考えられた。フッ化物洗口に関

しても同様に 6 歳未満に推奨していない一方で、日本における事例（4 歳からのフッ化物洗口）

がモデルリストの解説の中で好意的に紹介されており、引き続き日本で推奨されている方法で

のフッ化物洗口の利用を継続していくべきだと考えられた。このような点から、各国の状況を必

ずしも細かく反映していない WHO 必須医薬品モデルリストを解釈する際には、日本における

有効性や安全性の実績や法規を考慮しつつ、考慮していくことが必要だと考えられた。現状、日

本におけるフッ化物応用を大きく変更する必要はないと考えられるが、フッ化物バーニッシュ

にう蝕予防の適用がないことについては適用をしていくことを検討したほうが良いであろう。 
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Ｂ．研究方法 

 本研究では、WHO必須医薬品モデルリストお

おびその解説[3, 4]および日本の状況をレビ

ューし、モデルリストと日本におけるフッ化物

応用の状況との違いを明確にしどのように解

釈をするか整理を行った。 

 

（倫理面への配慮） 

本研究はすでに出版された文献のレビューを

行うものであり倫理的な問題は存在しない。 

 

Ｃ．研究結果 

 日本では水道水フロリデーションのような

フッ化物の全身応用は実施されておらず、フッ

化物を塗布したり洗口で利用して吐き出す局

所応用としての利用が実施されている。もっと

も広く利用される局所応用がフッ化物配合歯

磨剤である。フッ化物配合歯磨剤はフッ化物濃

度が高いほどう蝕予防効果が高いことが知ら

れている[5]。そのため、歯の形成期における

フッ化物の慢性的な飲み込みによる歯のフッ

素症のリスクを考慮したうえで、歯の萌出直後

～5 歳まではごく少量の歯磨剤を利用するこ

とが推奨されている（表１）。この時のフッ化

物濃度は、従来は日本では 500ppm[6]であった

が、2021 年の WHO 必須医薬品モデルリストや

国際的な推奨では 1000ppm の濃度の歯磨剤の

利用が推奨されている[7-9]。2023年に出され

た「4学会合同のフッ化物配合歯磨剤の推奨さ

れる利用方法」はこれを踏まえ、1,000ppmの利

用を推奨するよう変更され[10, 11]、国際的な

推奨一貫したものになっていた。 

 フッ化物歯面塗布に関しては、WHOは 6歳未

満への利用を推奨しておらず、日本の状況とは

異なっていた[3, 4]。その背景には、フッ化物

塗布に家庭でのセルフケアでの利用が存在し、

またプロフェッショナルケアとしては塗布よ

りのより濃度の高いフッ化物バーニッシュが

6 歳未満に推奨されているということがある

[4]。日本ではフッ化物バーニッシュは知覚過

敏の適用でありう蝕予防の適用が存在しない。

またフッ化物歯面塗布はプロフェッショナル

ケアでしか用いられず、家庭で利用されること

がない。そのため WHOのリストをそのまま日本

に適用することは現状で不適切であり、専門家

に管理された状況で利用されるフッ化物歯面

塗布を日本では引き続き 6 歳未満に利用をし

ていくべきと考えられた。 

 フッ化物洗口に関しても同様に 6 歳未満に

推奨していない一方で、日本における事例が論

文を引用して（4 歳からのフッ化物洗口の事

業）、モデルリストの解説の中で紹介されてい

た[4]。ここでは『日本や他のアジア諸国では、

学校ベースのプログラムでは、現場でフッ化物

粉末から調製したその場限りのフッ化物溶液

を使用することが多い。費用に関する情報はな

いが、このような方法は費用対効果が高いと考

えられる。』（翻訳）と説明されており、日本に

おける長年の安全性や湯構成の実績を踏まえ、

地域による個別性を考慮した解説が行われて

いた。そのため、引き続き日本で推奨されてい

る方法でのフッ化物洗口の利用を継続してい

くべきだと考えられた。日本では、2022年に厚

生労働省から『「フッ化物洗口の推進に関する

基本的な考え方」について』および『フッ化物

洗口マニュアル（2022 年版）－健康格差を減

らす、保育園・幼稚園・子ども園、学校や施設

などにおける集団フッ化物洗口の実践－』がだ

され、う蝕の減少や健康格差の縮小の点からフ

ッ化物洗口が推奨されている[12, 13]。さらに

健康日本21の第三次に時期を合わせて2023年

に出された厚生労働省の『歯・口腔の健康づく

りプラン』の中では「学齢期におけるフッ化物

洗口に関する事業を実施している市町村の割
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合」の参考指標が示され、現状値の 54.0％（令

和 4 年度）から 60％を目標値とすることが示

されている[14]。 

 

Ｄ．考察 

 WHO必須医薬品モデルリストは、全世界を対

象に情報発信をするものである。そのため、

国々の個別の状況を必ずしも反映したもので

はない。今回、歯科疾患の予防としてモデルリ

ストに記載されたう蝕予防のためのフッ化物

応用に関して、日本における状況との違いや解

釈について整理を行った。 

 フッ化物配合歯磨剤のように国際的な推奨

を踏まえて日本での推奨が変更されていたり、

反対にフッ化物洗口のように日本における利

用方法が WHO の方で紹介されているといった

ことが見られた。現状、日本におけるフッ化物

応用を大きく変更する必要はないと考えられ

た。しかし、フッ化物バーニッシュにう蝕予防

の適用がないことについては今後適用をして

いくことを検討したほうが良いと考えられる。 

 

Ｅ．結論 

 現状、日本におけるフッ化物応用を大きく変

更する必要はないと考えられた。 
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表 ４学会合同のフッ化物配合歯磨剤の推奨される利用方法[10] 
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